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氏 名 萬谷 和歌子 
（論文審査の結果の要旨） 
 本論文は、ネットワーク上において航空旅客需要に働きかけ社会的厚生を高めるため
の空港運営政策について論じたものであり、得られた主な成果は次のとおりである。 
１． 航空産業における政策論に関して網羅的にレビューを行った上で、従来の空港運
営政策の目的が、スロットの効率的配分を目的とした供給側のアプローチである
ことを指摘している。また、航空ネットワーク上で生じるネットワーク外部性の
概念を整理しており、本研究で着目する航空旅客需要に関連する外部性概念を明
らかにしている。 
２． ハブ空港と地方都市の間の「幹線」と地方都市の間の「地方路線」という非対称
的な需要構造を持つ航空ネットワークでは、ポイント・トゥ・ポイント型の航空
ネットワークの方が高い社会的厚生が実現するにも関わらず、市場均衡のもと
で、ハブ・アンド・スポーク型の航空ネットワークが選択される可能性があるこ
とを理論的に示している。その上で、幹線と地方路線の間での着陸料の差別化政
策の有効性を指摘している。 
３． 国際線と国内線を接続点となるゲートウェイ空港では、国際路線の数と国内路線
の数がバランスよく存在している必要がある。ハブ・アンド・スポーク型の航空
ネットワークにおける乗り継ぎのためのプラットフォームとして機能している
ことに着目し、2 面的市場（two-sided market）により、プラットフォームとし
ての価値を最大化するような空港課金政策を分析している。その上で、国内線と
国際線の課金額を差別化し、乗り継ぎ価値を最大化するような条件を導出してい
る。 
４． ハブ・アンド・スポーク型航空ネットワークでは、乗り継ぎトリップを行う旅客
需要は、ハブ空港の課金行動とスポーク空港の課金行動の両方から影響を受け
る。そのため、ハブ空港とスポーク空港の課金行動の間には、互いに外部経済性
が存在する。このとき、ハブ空港とスポーク空港が分権的に課金額を設定すれば、
劣位な均衡状態に陥る可能性がある。その上で、ハブ空港とスポーク空港の課金
額を調整するための空港アライアンスが社会的厚生の改善に有効であることを
指摘している。また、空港アライアンスでは、ハブ空港からスポーク空港への利
潤移転が必要となることを明らかにしている。 
 
本論文は、航空ネットワークにおける需要面の制御を目的とした空港運営政策を理論
的に分析したものであり、学術上、実際上寄与するところが少なくない。よって、本論
文は博士（工学）の学位論文として価値あるものと認める。また、平成２７年２月２４
日、論文内容とそれに関連した事項について試問を行って、申請者が博士後期課程学位
取得基準を満たしていることを確認し、合格と認めた。 
 
 
